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徳
島
県
告
示
第
四
百
四
十
二
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出

が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

廃
止
の
届
出

廃

止

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

の

受

理

日

年

月

日

合
同
会
社
柚
葉

美
馬
市
美
馬
町
字
中
通
一
三
一

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

吉
野
川
市
川
島
町
山
田
字
中
須

訪
問
介
護

令
和
七
年
七
月

令
和
七
年
八
月

番
地
一

ン
ぽ
っ
か
ぽ
か

賀
二
五
│
一
七

八
日

一
日



徳
島
県
告
示
第
四
百
四
十
三
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告

す
る
と
と
も
に
、
当
該
届
出
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月

二
十
九
日
ま
で
に
、
県
に
対
し
、
次
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

届
出
の
概
要

１

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
株
式
会
社

千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目
五
番
地
一

加
藤

久
誠

２

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
北
島

所
在
地

板
野
郡
北
島
町
高
房
字
川
ノ
上
二
ー
一

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ

て
は
代
表
者
の
氏
名

変
更
前氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
株
式
会

広
島
市
南
区
段
原
南
一
丁
目
三
番
五
二
号

平
尾

健
一

社株
式
会
社
大
創
産
業

広
島
県
東
広
島
市
西
条
吉
行
東
一
丁
目
四
番
一
四

矢
野

靖
二

号

株
式
会
社
い
ぶ
き

兵
庫
県
洲
本
市
五
色
町
広
石
下
一
三
八
六
番
地

葛
城

宏
治

変
更
後氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
フ
ジ

広
島
市
南
区
段
原
南
一
丁
目
三
番
五
二
号

山
口

普

株
式
会
社
大
創
産
業

広
島
県
東
広
島
市
西
条
吉
行
東
一
丁
目
四
番
一
四

矢
野

靖
二

号

４

変
更
年
月
日

縦
覧
に
供
す
る
届
出
の
と
お
り

二

届
出
年
月
日

令
和
七
年
八
月
五
日

三

届
出
の
縦
覧

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
及
び
北
島
町
ま
ち
み
ら
い
課
並
び
に
徳
島
県
経

済
産
業
部
企
業
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

２

縦
覧
の
期
間

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
九
日
ま
で

四

意
見
書
の
提
出
先
及
び
意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項



１

意
見
書
の
提
出
先

郵
便
番
号
七
七
○
―
八
五
七
○

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
創
業
・
経
営
支
援
担
当

電
話
番
号
○
八
八
―
六
二
一
―
二
三
六
七

２

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

(一)

意
見
の
内
容

(二)

意
見
を
述
べ
る
理
由

(三)
３

そ
の
他

提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
そ
の
概
要
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業

支
援
課
及
び
北
島
町
ま
ち
み
ら
い
課
並
び
に
徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
公
告
の
日
か
ら
一
月
間
縦
覧
に
供
す
る
。



徳
島
県
告
示
第
四
百
四
十
四
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
意
見
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
津
乃
峰
店

阿
南
市
津
乃
峰
町
長
浜
四
四
六
番
一
八
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
意
見
の
対
象
と
な
っ
た
届
出
に
係
る
告
示

令
和
七
年
徳
島
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号
（
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ

た
件
）

三

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
阿
南
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

歩
行
者
の
通
行
の
利
便
の
確
保
等

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
を
遵
守
す
る
こ
と
。

車
両
の
通
行
、
荷
さ
ば
き
等
の
業
務
等
に
関
し
て
交
通
安
全
に
十
分
留
意
す
る
こ
と
。

２

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

環
境
関
係
法
令
を
遵
守
し
、
第
三
者
か
ら
の
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
責
任
を
持
っ
て
そ
の
解

決
に
当
た
る
こ
と
。

３

街
並
み
づ
く
り
等
へ
の
配
慮
等

都
市
計
画
法
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
。

四

意
見
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
及
び
阿
南
市
産
業
部
商
工
戦
略
課
並
び
に
徳
島

県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

２

縦
覧
の
期
間

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
九
日
ま
で



徳
島
県
告
示
第
四
百
四
十
五
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
意
見
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
仮
称
）
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
小
松
島
江
田
店

小
松
島
市
江
田
町
字
腰
前
二
○
番
二
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
意
見
の
対
象
と
な
っ
た
届
出
に
係
る
告
示

令
和
七
年
徳
島
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号
（
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ

た
件
）

三

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
小
松
島
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

駐
車
需
要
の
充
足
等
交
通
に
係
る
事
項

店
舗
周
辺
で
店
舗
出
入
り
の
た
め
の
渋
滞
が
発
生
し
た
際
に
は
、
誘
導
員
を
配
置
す
る
等
、
通
行

の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
交
通
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

２

歩
行
者
の
通
行
の
利
便
の
確
保
等

店
舗
周
辺
道
路
の
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
配
慮
す
る
こ
と
。

店
舗
周
辺
は
朝
の
通
勤
や
通
学
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
工
事
車
両
等
の
通

行
は
避
け
る
こ
と
。
ま
た
、
自
転
車
利
用
者
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
警
備
員
等
の
配
置
を

望
む
。
店
舗
出
入
口
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
車
両
の
入
出
庫
時
に
お
け
る
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
等

と
の
事
故
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
道
路
上
に
入
庫
車
両
が
滞
留
し
な
い
よ
う
適
切
な
指
導
、
注

意
喚
起
を
行
う
こ
と
に
関
し
て
、
道
路
管
理
者
等
と
十
分
協
議
を
行
う
こ
と
。

３

廃
棄
物
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
配
慮

地
球
温
暖
化
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ご
み
の
排
出
量
や
焼
却
量
を
削
減
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
等
、
環
境
に
配
慮
し
た
廃
棄
物
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

４

防
災
・
防
犯
対
策
へ
の
協
力

店
舗
の
駐
車
場
等
で
小
中
学
生
が
集
ま
る
よ
う
な
場
合
は
、
警
察
等
と
連
携
し
、
非
行
防
止
に
対

応
す
る
こ
と
。

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
配
慮
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
指
針
（
平
成
十
九
年
経
済
産
業

省
告
示
第
十
六
号
）
に
よ
り
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
、
小
松
島
市
と
の
災
害
協
定
の
締
結
を
求
め

る
。
災
害
時
に
お
け
る
食
料
及
び
日
用
品
の
調
達

(一)

物
資
の
供
給
等
に
関
す
る
情
報
の
共
有

(二)
店
舗
周
辺
の
隣
接
地
に
居
住
す
る
住
民
か
ら
、
住
環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
た
目
隠
し
フ
ェ
ン
ス

の
設
置
要
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
置
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
。

店
舗
周
辺
に
は
住
宅
地
の
ほ
か
、
小
学
校
、
高
等
学
校
が
立
地
し
て
お
り
、
夜
間
等
に
お
け
る
防

犯
対
策
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
警
備
員
等
の
配
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
営
業
時
間
が

二
十
二
時
ま
で
の
予
定
の
た
め
、
防
犯
用
の
カ
メ
ラ
や
照
明
の
設
置
等
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
。



店
舗
周
辺
の
住
環
境
の
保
全
を
図
る
観
点
か
ら
、
店
舗
南
側
の
住
宅
地
内
の
道
路
か
ら
店
舗
敷
地

に
行
き
来
で
き
る
坂
路
の
設
置
や
水
路
の
蓋
掛
け
等
を
行
わ
な
い
よ
う
望
む
。

５

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

店
舗
予
定
地
が
第
一
種
住
居
地
域
で
あ
る
こ
と
を
十
分
考
慮
の
う
え
、
周
辺
に
配
慮
し
た
騒
音
低

減
対
策
を
講
じ
、
静
穏
な
生
活
環
境
の
保
持
に
努
め
る
こ
と
。

開
発
時
等
は
騒
音
低
減
対
策
を
講
じ
、
静
穏
な
生
活
環
境
の
保
持
に
努
め
る
こ
と
。

６

廃
棄
物
に
係
る
事
項
等

地
球
温
暖
化
等
を
背
景
に
、
ご
み
の
排
出
量
、
焼
却
量
を
減
ら
す
た
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
廃
棄

物
処
理
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
廃
棄
物
の
保
管
、
運
搬
、
処
理
に
つ
い
て
、
周
辺
の
生
活
環
境
の

保
全
に
努
め
、
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
。

生
活
排
水
に
関
し
て
、
環
境
省
令
で
規
定
す
る
一
律
排
水
基
準
及
び
徳
島
県
生
活
環
境
保
全
条
例

（
平
成
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
四
号
）
に
規
定
す
る
上
乗
せ
排
水
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

７

街
並
み
づ
く
り
等
へ
の
配
慮
等

屋
外
照
明
に
よ
り
、
店
舗
敷
地
に
隣
接
す
る
住
宅
や
農
地
等
に
対
し
光
害
と
な
ら
な
い
よ
う
敷
地

外
へ
の
遮
光
等
に
つ
い
て
十
分
配
慮
し
、
苦
情
が
発
生
し
た
場
合
は
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。

四

意
見
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
及
び
小
松
島
市
産
業
振
興
部
商
工
観
光
課
並
び

に
徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

２

縦
覧
の
期
間

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
九
日
ま
で



徳
島
県
告
示
第
四
百
四
十
六
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
意
見
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

キ
ョ
ー
エ
イ
藍
住
店

板
野
郡
藍
住
町
東
中
富
字
長
江
傍
示
四
二
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
意
見
の
対
象
と
な
っ
た
届
出
に
係
る
告
示

令
和
七
年
徳
島
県
告
示
第
百
九
十
五
号
（
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た

件
）

三

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
藍
住
町
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

周
辺
近
隣
に
、
室
外
機
や
排
気
口
等
に
よ
る
騒
音
・
低
周
波
等
の
公
害
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
。

近
隣
住
民
か
ら
、
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
際
は
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

四

意
見
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
経
済
産
業
部
企
業
支
援
課
及
び
藍
住
町
建
設
産
業
課
並
び
に
徳
島
県
経
済

産
業
部
企
業
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

２

縦
覧
の
期
間

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
九
日
ま
で



徳
島
県
告
示
第
四
百
四
十
七
号

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
規
則
第
四
十
号
。
以

下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
度
徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合

技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校
入
学
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

試
験
の
日
時

１

本
科一
般
入
学
試
験
（
規
則
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
入
学
試
験
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

（一）

一
次
募
集

（１）
イ

筆
記
試
験

令
和
八
年
一
月
十
四
日
（
水
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら

ロ

口
述
試
験

令
和
八
年
一
月
十
四
日
（
水
曜
日
）
午
後
一
時
か
ら

二
次
募
集

（２）
イ

筆
記
試
験

令
和
八
年
三
月
十
日
（
火
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら

ロ

口
述
試
験

令
和
八
年
三
月
十
日
（
火
曜
日
）
午
後
一
時
か
ら

推
薦
入
学
試
験
（
規
則
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
指
定
す
る
学
校
の
長
か
ら
推

（二）
薦
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
実
施
す
る
試
験
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

論
文
試
験

令
和
七
年
十
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら

（１）

口
述
試
験

令
和
七
年
十
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
午
前
十
時
十
分
か
ら

（２）

２

研
究
科

知
事
が
、
別
に
指
定
す
る
。

二

試
験
の
場
所

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
石
井
一
六
六
〇

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学

校
三

入
学
願
書
等
の
提
出
期
間

１

本
科一
般
入
学
試
験

（一）

一
次
募
集

（１）

令
和
七
年
十
二
月
二
十
二
日
（
月
曜
日
）
か
ら
令
和
八
年
一
月
七
日
（
水
曜
日
）
ま
で

二
次
募
集

（２）

令
和
八
年
二
月
十
七
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
年
三
月
三
日
（
火
曜
日
）
ま
で

推
薦
入
学
試
験

（二）

令
和
七
年
九
月
十
九
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
十
月
十
日
（
金
曜
日
）
ま
で

２

研
究
科

令
和
八
年
二
月
二
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
十
六
日
（
月
曜
日
）
ま
で

四

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校
学
生
募
集
案
内
（
以
下
「
募
集
案
内
」

と
い
う
。
）
及
び
入
学
願
書
等
の
用
紙
の
請
求
先
並
び
に
入
学
願
書
等
の
提
出
先

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
石
井
一
六
六
〇

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学

校

学
生
支
援
担
当

五

入
学
試
験
手
数
料



二
千
二
百
円
（
そ
の
額
に
相
当
す
る
額
の
徳
島
県
収
入
証
紙
を
入
学
願
書
に
貼
付
す
る
こ
と
。
）

六

そ
の
他

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
募
集
案
内
を
参
照
す
る
ほ
か
、
徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支

援
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校
（
電
話
○
八
八
―
六
七
四
―
一
○
二
六
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。



徳
島
県
告
示
第
四
百
四
十
八
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項

、
第
八
十
七
条
の
四
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
第
七
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
確
認
検
査
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た

。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
と
く
し
ま
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

徳
島
市
川
内
町
平
石
住
吉
二
○
九
番
地
五

二

指
定
の
区
分

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
一

年
建
設
省
令
第
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
区

分
三

業
務
区
域

徳
島
県
の
全
域

四

確
認
検
査
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

徳
島
市
川
内
町
平
石
住
吉
二
○
九
番
地
五

五

指
定
し
た
日

令
和
七
年
八
月
四
日

六

指
定
の
有
効
期
間

令
和
七
年
九
月
一
日
か
ら
五
年
間



徳
島
県
告
示
第
四
百
四
十
九
号

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
法
第
七
条
及
び
第
十
一
条
の
水
質
に
関
す
る
検
査
の
業
務
を
行
う
者
と
し
て
指
定
し
た
公
益

社
団
法
人
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
次
の
検
査
の
手
数
料
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

承
認
し
た
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

変
更
後
の
検
査
の
手
数
料

検

査

の

手

数

料

浄
化
槽
の
処
理
対
象
人
員

法
第
七
条
に
関
す
る
検
査

法
第
十
一
条
に
関
す
る
検
査

十
人
以
下

一
万
二
千
円

六
千
円

十
一
人
以
上
二
十
人
以
下

一
万
六
千
円

八
千
円

二
十
一
人
以
上
五
十
人
以
下

一
万
八
千
円

九
千
円

五
十
一
人
以
上
五
百
人
以
下

二
万
七
千
円

一
万
五
千
円

五
百
一
人
以
上

三
万
九
千
円

二
万
千
円

備
考

処
理
対
象
人
員
が
十
人
以
下
の
浄
化
槽
に
お
け
る
法
第
十
一
条
に
関
す
る
検
査
の
手
数
料
に
つ

い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、
検
査
の
手
数
料
か
ら
千
円
を
差
し
引

い
た
額
と
す
る
。

１

標
準
契
約
、
一
括
契
約
又
は
継
続
申
込
み
の
い
ず
れ
か
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
。

２

検
査
料
金
の
支
払
を
口
座
振
替
に
よ
り
行
う
こ
と
。

３

検
査
案
内
、
検
査
結
果
書
等
を
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
送
付
す
る
こ
と
。

二

変
更
年
月
日

令
和
七
年
十
月
一
日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

会
計
責
任
者

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

の

氏

名

令

和

七

年

髙

木

聡

智

後

援

会

髙

木

聡

智

髙

木

久

美

那
賀
郡
那
賀
町
水
崎
字
兎
の
藪
一
九

七

月

二

十

二

日

令

和

七

年

幾

田

博

行

後

援

会

幾

田

博

行

幾

田

博

行

那
賀
郡
那
賀
町
出
羽
字
登
内
五

八

月

八

日

令

和

七

年

た

ち

ば

な

敬

治

後

援

会

橘

敬

治

橘

敬

治

阿
南
市
桑
野
町
荒
田
三

八

月

八

日

阿
波
市
土
成
町
土
成
字
大
木

令

和

七

年

島

田

正

人

後

援

会

島

田

正

人

島

田

正

人

一
三
三－

一

八

月

八

日

令

和

七

年

栗

本

た

か

ひ

ろ

後

援

会

栗

本

敬

浩

栗

本

敬

浩

阿
南
市
新
野
町
新
田
一
四
二－

三

八

月

十

二

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

政
党
の
支
部

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

自

由

民

主

党

令

和

七

年

嘉

見

博

之

代
表
者
の
氏
名

嘉

見

博

之

重

清

佳

之

徳

島

県

支

部

連

合

会

八

月

三

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

桒

原

五

男

後

援

会

宮

本

博

令

和

七

年

六

月

三

十

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第

十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者

資

金

管

理

団

体

（
代
表
者
）
の
氏
名

指
定
年
月
日

氏

名

公
職
の
種
類

名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

阿

波

市

令

和

七

年

島

田

正

人

島

田

正

人

後

援

会

阿
波
市
土
成
町
土
成
字
大
木
一
三
三－

一

島

田

正

人

議

会

議

員

八

月

八

日






